
 

新旧対照表 

改正日：2025年 4月 1日 

改正前 改正後 

一般乗合旅客自動車運送事業標準運送約款 

〔目 次〕 

第１章   （略） 

第２章   旅客運送 

第１節  運送の引受け〔第３条－第６条〕 

第２節  乗車券類の発売と効力〔第７条－第２１条〕 

第３節  運賃及び料金〔第２２条－第２５条〕 

第４節  旅客の特殊取扱い〔第２６条－第４２条〕 

第５節  手回品〔第４３条－第４６条〕 

第３章   荷物運送〔第４７条－第５３条〕 

第４章   責任〔第５４条－第５９条〕 

第５章   連絡運輸・共通乗車 

第１節  連絡運輸〔第６０条－第６３条〕 

   第２節        共通乗車 （略） 

 

第１条～第３条 （略） 

 （運送の引受け及び継続の拒絶） 

第４条 当社は、次の各号のいずれかに該当する場合には、運送の引受

け又は継続を拒絶することがあります。 

（１）～（７）   （略） 

 （８）旅客が第４５条第３項又は第４項の規定により持込みを拒絶さ

れた物品を携帯しているとき 

（９）～（１１） （略） 

 （運送の制限等） 

第５条 （略） 

  ２ 当社は、前項の規定による制限、停止又は指定をする場合には、

あらかじめ、その旨を関係の営業所その他の事業所（以下「営

業所等」という。）及び主たる停留所に掲示します。ただし、

緊急やむを得ないときは、この限りでありません。 

  （乗車券類の所持等） 

第６条 （略） 

  （乗車券類の発売） 

第７条 （略） 

  ２・３ （略） 

  ４ 当社は、前項の指定をしたときは、その旨を関係の営業所等に

掲示します。 

（新設） 

 

（新設） 

一般乗合旅客自動車運送事業標準運送約款 

〔目 次〕 

第１章   （略） 

第２章   旅客運送 

第１節     運送の引受け〔第３条－第６条〕 

第２節     乗車券類の発売と効力〔第７条－第２２条〕 

第３節     運賃及び料金〔第２３条－第２６条〕 

第４節     旅客の特殊取扱い〔第２７条－第４３条〕 

第５節     手回品〔第４４条－第４７条〕 

第３章   荷物運送〔第４８条－第５４条〕 

第４章   責任〔第５５条－第６０条〕 

第５章   連絡運輸・共通乗車 

第１節     連絡運輸〔第６１条－第６３条〕 

第２節     共通乗車 （略） 

 

第１条～第３条 （略） 

 （運送の引受け及び継続の拒絶） 

第４条 当社は、次の各号のいずれかに該当する場合には、運送の引受

け又は継続を拒絶することがあります。 

（１）～（７）  （略） 

 （８）旅客が第４６条第３項又は第４項の規定により持込みを拒絶さ

れた物品を携帯しているとき 

（９）～（１１） （略） 

 （運送の制限等） 

第５条 （略） 

  ２ 当社は、前項の規定による制限、停止又は指定をする場合には、

あらかじめ、その旨を関係の営業所その他の事業所（以下「営

業所等」という。）及び主たる停留所に表示します。ただし、

緊急やむを得ないときは、この限りでありません。 

  （乗車券類の所持等） 

第６条 （略） 

  （乗車券類の発売） 

第７条 （略） 

  ２・３ （略） 

  ４ 当社は、前項の指定をしたときは、その旨を関係の営業所等に

表示します。 

  ５ 当社は、地方運輸局長に届け出ることにより、指定した区間の

乗車券類の発売における支払方法を指定することがあります。 

  ６ 当社は、前項の指定をしたときは、その旨を関係の営業所等及



  

  

第８条・第９条 （略） 

（団体乗車券の発売） 

第１０条 （略） 

  ２ 当社は、前項において定める人数及び指定する区間を関係の営

業所等に掲示します。 

  ３・４ （略） 

第１１条・１２条 （略） 

 （乗車券類の通用期間） 

第１３条 （略） 

  ２ 券面に通用期間を表示しない乗車券は、第３６条の規定による

場合を除いて、通用期間を制限しません。 

第１４条 （略） 

 （身分証明書等の所持） 

第１５条 第８条、第９条又は第２４条の規定により発売された乗車券

を使用する旅客は、当該乗車券の使用資格を有することを証明する書

類を所持しなければならず、かつ、当社の係員が当該書類の呈示を求

めたときには、これを拒むことはできません。 

  ２ （略） 

第１６条・第１７条 （略） 

 （乗車券類の無効） 

第１８条 次の各号のいずれかに該当する乗車券類は、無効とします。 

   （１）～（４）（略） 

   （５）身分又は資格を偽って発行された第２４条に規定する運賃

割引証で購入した乗車券 

   （６） （略） 

   ２ 当社は、次の各号のいずれかに該当する場合には、当該乗車

券類を一時領置することがあります。この場合において、当

社が旅客に悪意があると認めたときは、当該乗車券類を無効

とします。 

   （１）・（２） （略） 

（３）第２４条に規定する運賃割引証と引換えに発売された乗車 

券を運賃割引証の記名人以外の者が使用したとき 

   （４） （略） 

（乗車券類の引渡し及び回収） 

第１９条 旅客は、次の各号のいずれかに該当する場合は、直ちに、そ

の所持する乗車券類を当社の係員に引き渡し、又はその回収に応じな

ければなりません。 

  （１）・（２） （略） 

  （３）当該乗車券類が無効（第３６条第２項の規定による無効を除

く。）又は不要となったとき 

（新設） 

  

び主たる停留所に表示します。 

  

第８条・第９条 （略） 

 （団体乗車券の発売） 

第１０条 （略） 

  ２ 当社は、前項において定める人数及び指定する区間を関係の営

業所等に表示します。 

  ３・４ （略） 

第１１条・１２条 （略） 

 （乗車券類の通用期間） 

第１３条 （略） 

  ２ 券面に通用期間を表示しない乗車券は、第３７条の規定による

場合を除いて、通用期間を制限しません。 

第１４条 （略） 

 （身分証明書等の所持） 

第１５条 第８条、第９条又は第２５条の規定により発売された乗車券

を使用する旅客は、当該乗車券の使用資格を有することを証明する書

類を所持しなければならず、かつ、当社の係員が当該書類の呈示を求

めたときには、これを拒むことはできません。 

  ２ （略） 

第１６条・第１７条 （略） 

 （乗車券類の無効） 

第１８条 次の各号のいずれかに該当する乗車券類は、無効とします。 

   （１）～（４）（略） 

   （５）身分又は資格を偽って発行された第２５条に規定する運賃

割引証で購入した乗車券 

   （６） （略） 

   ２ 当社は、次の各号のいずれかに該当する場合には、当該乗車

券類を一時領置することがあります。この場合において、当

社が旅客に悪意があると認めたときは、当該乗車券類を無効

とします。 

   （１）・（２） （略） 

（３）第２５条に規定する運賃割引証と引換えに発売された乗車 

券を運賃割引証の記名人以外の者が使用したとき 

   （４） （略） 

（乗車券類の引渡し及び回収） 

第１９条 旅客は、次の各号のいずれかに該当する場合は、直ちに、そ

の所持する乗車券類を当社の係員に引き渡し、又はその回収に応じな

ければなりません。 

  （１）・（２） （略） 

  （３）当該乗車券類が無効又は不要となったとき（次号に該当する

場合を除く。） 

  （４）第３７条第１項の規定により払戻し又は引換えが行われたと 

     き 



 

 （特殊な乗車券類の発売） 

第２０条 当社は、地方運輸局長へ届け出たところにより、特殊定期乗

車券、特殊回数乗車券その他の乗車券類を発売することがあります。

この場合には、その発売、効力及び特殊取扱いに関する事項でこの約

款の規定と異なる取扱いをするものについては関係の営業所等に掲

示し、又は当該乗車券類に記載します。 

（整理券の所持） 

第２１条 （略） 

  ２・３ （略） 

  ４ 第１項に規定する整理券を所持しない場合又は前項に規定す

る引渡しを拒んだ場合若しくはカードをカード読取機に読み

取らせなかった場合であって当社の係員が旅客の乗車した停

留所を知ることができないときは、当該運行系統又は区間の始

発の停留所から乗車したものとみなします。 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 （運賃及び料金） 

第２２条  （略） 

  ２ 前項の運賃及び料金は、関係の営業所等に掲示します。 

第２３条～第２５条 （略） 

 （旅客の都合による運賃及び料金の払戻し） 

第２６条 当社は、乗車券類を所持する旅客が、その都合によって乗車

を取りやめたときは、旅客の請求により次の各号に規定する運賃又は

料金の払戻しをします。 

  （１）～（３） （略） 

  （４）座席券にあっては、指定した自動車の発車時刻の２時間前 

（当社がこれ以降の期限を定めて関係の営業所等に掲示し

た場合は当該期限）までに払い戻しの請求があった場合に限

りその料金額 

２ （略） 

第２７条～第３２条 （略） 

 （定期乗車券等の種類又は区間の変更） 

第３３条 当社は、旅客の請求により、その所持する定期乗車券又は定

期回数乗車券の種類又は区間を変更します。この場合においては、当社

は、変更を必要とする理由を証明する書面の提出を求めます。 

  ２ 前項の場合には、次の算式により算出された金額を追徴し、又

は払い戻します。 

   この場合においては、５２０円以内の手数料を申し受けます。 

 

 （特殊な乗車券類の発売） 

第２０条 当社は、地方運輸局長へ届け出たところにより、特殊定期乗

車券、特殊回数乗車券その他の乗車券類を発売することがあります。

この場合には、その発売、効力及び特殊取扱いに関する事項でこの約

款の規定と異なる取扱いをするものについては関係の営業所等に表

示し、又は当該乗車券類に記載します。 

（整理券の所持） 

第２１条 （略） 

  ２・３ （略） 

  ４ 第１項に規定する整理券を所持しない場合又は第２項に規定

する引渡しを拒んだ場合若しくはカードをカード読取機に読

み取らせなかった場合であって当社の係員が旅客の乗車した

停留所を知ることができないときは、当該運行系統又は区間の

始発の停留所から乗車したものとみなします。 

 （乗車券類を所持しない場合の支払方法の指定） 

第２２条 所定の乗車券類を所持せず乗車した旅客が、第６条第１項た

だし書の規定により所定の運賃及び料金を支払うときは、あらかじめ

当社が指定する区間においては、当社が地方運輸局長に届け出ること

により、その支払方法を指定することがあります。 

  ２ 前項の区間及び支払方法を指定したときは、その旨を関係の営

業所等及び主たる停留所に表示します。 

 （運賃及び料金） 

第２３条  （略） 

（削る）   

第２４条～第２６条 （略） 

 （旅客の都合による運賃及び料金の払戻し） 

第２７条 当社は、乗車券類を所持する旅客が、その都合によって乗車

を取りやめたときは、旅客の請求により次の各号に規定する運賃又は

料金の払戻しをします。 

  （１）～（３） （略） 

  （４）座席券にあっては、指定した自動車の発車時刻の２時間前  

（当社がこれ以降の期限を定めて関係の営業所等に表示し

た場合は当該期限）までに払い戻しの請求があった場合に限

りその料金額 

２ （略） 

第２８条～第３３条 （略） 

 （定期乗車券等の種類又は区間の変更） 

第３４条 当社は、旅客の請求により、その所持する定期乗車券又は定

期回数乗車券の種類又は区間を変更します。この場合においては、当社

は、変更を必要とする理由を証明する書面の提出を求めます。 

  ２ 前項の場合には、次の算式により算出された金額を追徴し、又

は払い戻します。 

   この場合においては、５２０円以内で当社が別に定める額の手数



 

   原券の券面表示の運賃額 ………………………………………Ａ 

   新券の券面表示の運賃額 ………………………………………Ｂ 

   通用期間（日数）（1 ヶ月:30 3ヶ月:90 6ヶ月:180） …Ｃ 

   残通用期間（日数）（請求日も残通用日数とする）  ………Ｄ 

      （Ａ×Ｄ／Ｃ）～（Ｂ×Ｄ／Ｃ） 

 （定期乗車券等の書換え） 

第３４条 当社は、旅客の請求により、券面表示事項の不鮮明となった

定期乗車券又は定期回数乗車券の書換えをします。この場合において

は、５２０円以内の手数料を申し受けます。 

 （定期乗車券等の再発行） 

第３５条 当社は、旅客の紛失した定期乗車券又は定期回数乗車券につ

いては、再発行をしません。ただし、災害その他の事故によりその滅

失の事実を証明する官公署発行の証明書を提出したときは、旅客の請

求により原券と同一の効力を有する新券を発行します。この場合にお

いては、５２０円以内の手数料を申し受けます。 

 

 （乗車券類の様式変更等の場合の取扱い） 

第３６条 当社は、乗車券類の様式変更その他当社の都合により既に発

行した乗車券類を無効とするときは、次項の規定による掲示を行った

うえ、旅客の請求により、同項の期間内において次の各号のいずれか

に該当する取扱いをします。 

（１）・（２） （略） 

  ２ 当社は、乗車券類を無効とする日の少なくとも１月前に、次の

各号に掲げる事項を営業所等及び当該乗車券類に係る運行系

統を運行する自動車内に掲示します。 

   （１）乗車券類を無効とする日 

   （２）掲示の日から無効とする日の少なくとも２月後の日までの期

間内に限り前項に規定する取扱いをする旨 

 （運賃及び料金の変更の場合の取扱い） 

第３７条  （略） 

 （再購入後の払戻し） 

第３８条 定期乗車券又は定期回数乗車券を再購入後旅客が紛失した

乗車券を発見し、新券と共に旧券を呈示し、払戻しの請求をした場合

は、旧券について第３６条の規定の例により払戻しをします。この場

合においては、５２０円以内の手数料を申し受けます。 

 

第３９条・第４０条  （略） 

 （運賃の払戻し場所等） 

第４１条 当社は、本節の規定による運賃及び料金の払戻し又は乗車券

類の引換え、取替え、書換え若しくは再発行を次に掲げる場所において

行います。ただし、関係の営業所等に掲示して払戻しをする場所を指定

したときは、この限りでありません。 

  （１）～（３） （略） 

料を申し受けます。 

   原券の券面表示の運賃額 ………………………………………Ａ 

   新券の券面表示の運賃額 ………………………………………Ｂ 

   通用期間（日数）（1 ヶ月:30 3ヶ月:90 6ヶ月:180） …Ｃ 

   残通用期間（日数）（請求日も残通用日数とする）  ………Ｄ 

      （Ａ×Ｄ／Ｃ）～（Ｂ×Ｄ／Ｃ） 

 （定期乗車券等の書換え） 

第３５条 当社は、旅客の請求により、券面表示事項の不鮮明となった

定期乗車券又は定期回数乗車券の書換えをします。この場合において

は、５２０円以内で当社が別に定める額の手数料を申し受けます。 

 （定期乗車券等の再発行） 

第３６条 当社は、旅客の紛失した定期乗車券又は定期回数乗車券につ

いては、再発行をしません。ただし、災害その他の事故によりその滅

失の事実を証明する官公署発行の証明書を提出したときは、旅客の請

求により原券と同一の効力を有する新券を発行します。この場合にお

いては、５２０円以内で当社が別に定める額の手数料を申し受けま

す。 

 （乗車券類の様式変更等の場合の取扱い） 

第３７条 当社は、乗車券類の様式変更その他当社の都合により既に発

行した乗車券類を無効とするときは、次項の規定による表示を行った

うえ、旅客の請求により、同項の期間内において次の各号のいずれか

に該当する取扱いをします。 

（１）・（２） （略） 

  ２ 当社は、乗車券類を無効とする日の少なくとも１月前に、次の

各号に掲げる事項を営業所等及び当該乗車券類に係る運行系

統を運行する自動車内に表示します。 

   （１）乗車券類を無効とする日 

   （２）表示の日から無効とする日の少なくとも２月後の日までの期

間内に限り前項に規定する取扱いをする旨 

 （運賃及び料金の変更の場合の取扱い） 

第３８条  （略） 

 （再購入後の払戻し） 

第３９条 定期乗車券又は定期回数乗車券を再購入後旅客が紛失した

乗車券を発見し、新券と共に旧券を呈示し、払戻しの請求をした場合

は、旧券について第３７条の規定の例により払戻しをします。この場

合においては、５２０円以内で当社が別に定める額の手数料を申し受

けます。 

第４０条・第４１条  （略）  

 （運賃の払戻し場所等） 

第４２条 当社は、本節の規定による運賃及び料金の払戻し又は乗車券

類の引換え、取替え、書換え若しくは再発行を次に掲げる場所において

行います。ただし、関係の営業所等に表示して払戻しをする場所を指定

したときは、この限りでありません。 

  （１）～（３） （略） 



第４２条～第４５条  （略） 

 （有料手回品切符） 

第４６条 有料手回品切符については、第１６条、第１７条、第２６条

から第３２条まで、第３６条、第３７条及び第３９条から第４２条ま

での規定を準用します。この場合において、第２６条から第２８条ま

で、第３６条、第３７条及び第３９条から第４１条までの規定の準用

については、普通乗車券の例により取り扱います。 

 （荷物運送の引受け） 

第４７条 当社は、旅客（第８条又は第９条に規定する乗車券を所持す

る旅客を除く。）の手荷物について、次の各号のいずれかに該当する

場合を除き、運送を引き受けます。 

  （１）（略） 

  （２）第４４条に規定された制限を超える物品であるとき 

  （３）第４５条第１項の物品であるとき 

  （４）第４５条第３項又は第４項の規定により持込みを拒絶すべき

物品に相当する物品であるとき 

  （５）・（６）  （略） 

  ２ （略） 

第４８条 （略） 

  ２ 当社は、前項の指定をしたときは、その旨を関係の営業所等に

掲示します。ただし、小荷物に係る指定については、この限り

でありません。 

 （運送の制限等） 

第４９条 （略） 

  ２ 当社は、前項の規定による制限をする場合には、あらかじめ、

その旨を関係の営業所等に掲示します。 

  ３  （略） 

 （荷物運賃） 

第５０条 （略） 

  ２ 前項の運賃は、関係の営業所等に掲示します。 

 第５１条～第５６条 （略） 

 （荷物に関する責任） 

第５７条 当社は、第４７条第１項又は第２項の規定により運送を引き

受けた荷物の滅失又はき損によって生じた損害を賠償する責に任じ

ます。ただし、当社及び当社の係員が荷物の受取、引渡し、保管及び

運送に関して注意を怠らなかったことを証明したときは、この限りで

ありません。 

  ２・３ （略） 

第５８条・第５９条 （略） 

 （連絡乗車券等） 

第６０条 （略） 

  ２・３（略） 

  ４ 当社は、前項の規定にかかわらず、当社の区間についても連絡

運輸に係る他の運送事業者の約款を優先的に適用することが

第４３条～第４６条  （略） 

 （有料手回品切符） 

第４７条 有料手回品切符については、第１６条、第１７条、第２７条

から第３３条まで、第３７条、第３８条及び第４０条から第４３条ま

での規定を準用します。この場合において、第２７条から第２９条ま

で、第３７条、第３８条及び第４０条から第４２条までの規定の準用

については、普通乗車券の例により取り扱います。 

 （荷物運送の引受け） 

第４８条 当社は、旅客（第８条又は第９条に規定する乗車券を所持す

る旅客を除く。）の手荷物について、次の各号のいずれかに該当する

場合を除き、運送を引き受けます。 

  （１）（略） 

  （２）第４５条に規定された制限を超える物品であるとき 

  （３）第４６条第１項の物品であるとき 

  （４）第４６条第３項又は第４項の規定により持込みを拒絶すべき

物品に相当する物品であるとき 

  （５）・（６）  （略） 

  ２ （略） 

第４９条 （略） 

  ２ 当社は、前項の指定をしたときは、その旨を関係の営業所等に

表示します。ただし、小荷物に係る指定については、この限り

でありません。 

 （運送の制限等） 

第５０条 （略） 

  ２ 当社は、前項の規定による制限をする場合には、あらかじめ、

その旨を関係の営業所等に表示します。 

  ３  （略） 

 （荷物運賃） 

第５１条 （略） 

 （削る） 

第５２条～第５７条 （略） 

（荷物に関する責任） 

第５８条 当社は、第４８条第１項又は第２項の規定により運送を引き

受けた荷物の滅失又はき損によって生じた損害を賠償する責に任じ

ます。ただし、当社及び当社の係員が荷物の受取、引渡し、保管及び

運送に関して注意を怠らなかったことを証明したときは、この限りで

ありません。 

２・３ （略） 

第５９条・第６０条 （略） 

 （連絡乗車券等） 

第６１条 （略） 

  ２・３（略） 

  ４ 当社は、前項の規定にかかわらず、当社の区間についても連絡

運輸に係る他の運送事業者の約款を優先的に適用することが



あります。この場合には、当社は、その旨を関係の営業所等に

掲示します。 

第６１条 （略） 

 （運賃及び料金） 

第６２条 当社は、連絡運輸に係る運賃及び料金のうち主なものを関係

の営業所等に掲示します。 

第６３条 （略） 

 （共通乗車券等） 

第６４条 （略） 

  ２ 前項の自動車に乗車する旅客の所持する共通乗車券は、第３３

条の場合を除き、当社の乗車券類とみなします。 

  ３ （略） 

 

 

 

  

  

 

あります。この場合には、当社は、その旨を関係の営業所等に

表示します。 

第６２条 （略） 

 （運賃及び料金） 

（削る） 

 

第６３条 （略） 

 （共通乗車券等） 

第６４条 （略） 

  ２ 前項の自動車に乗車する旅客の所持する共通乗車券は、第３４

条の場合を除き、当社の乗車券類とみなします。 

  ３ （略） 

 

 


